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実施内容
　災害後の心理的・社会的支援プログラムは、2023年 5月1日から2023年 12月 22
日まで、対象者別に実施しました。

　大人に対しては、生産的な活動を通じた支援を実施しました。災害発生後に被災者が避難
しているシェルターやキャンプでは、余暇としてさまざまな活動を行っています。生産的な
活動を行うことで、健康面と精神面との安定をめざします。

　子どもに対しては、遊びを通じた支援を実施しました。子どもは、遊ぶことで、ストレス
や不安などが軽減されます。絵を描く、踊る、伝統的なスポーツをする、塗り絵をする等の
遊びを一緒に行います。また、年齢の高い青少年に対しては、農業活動を取り入れてグルー
プ活動を行いました。

　この事業に関わるスタッフとボランティアに対して、避難訓練と研修を行いました。災害
によってトラウマを抱えた人への支援と、災害発生時にダメージをできる限り少なく避難す
ること等、有益なことを学びました。
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左：�キャンプで支援活動
をしている様子

右：�裁縫をしながらコ
ミュニケーションを
とります

左：�塗り絵をしています
右：�グループで農業活動

をしています

大人を対象にしたプログラム

子どもを対象にしたプログラム

スタッフ、ボランティアへの訓練、研修



31

今後の展望
　支援した被災者からは、課題として「被災地に派遣された専門家の災害訓練や支援経験の
不足」、「責任をもって動くべき機関の調整と協力関係の不足」、「地元の住民同士のトラブル
への対応が不十分」等の意見が出ており、改善していくことが必要と考えています。
　将来に向けては、今回スタッフやボランティアが実施した活動が被災者の精神的な安定と
社会的なつながりをつくることで、地域の力を伸ばしていくことをめざしています。
　また、現在、ボランティアは対象者が決まってから活動に参加していますが、ボランティ
アは地域の事情に精通していることから、一次的介入（ニーズ把握と評価、照会とモニタリ
ング、調整）や活動の導入段階から関与できれば、支援が必要な人にもっと広くアプローチ
できると考えています。リソース （人、金、時間）を適切に活用し、より効果的かつ効率的
な方法で支援を展開していきたいです。

収支報告

〈収 入〉
項　目 金額（円） 内　訳

全社協からの助成金 331,388
自己資金 47,500
その他（寄付金） 9,500 BAZNAS 寄付

合　計 388,388

〈支 出〉
項　目 金額（円） 内　訳

子どもたちのための心理社会的支援
幼児向けの活動経費 47,500 活動に使う文具等購入費（100 名分）
小学生向けの活動経費 95,000　 活動に使う文具等購入費（200 名分）
中高生向けの活動経費 33,250 活動に使う文具等購入費（70 名分）
女性／主婦のための心理社会的支援

実施のための経費 142,500 活動に使用する裁縫道具等購入費（150
名分）

男性／若者（世帯）のための農業訓練
実施のための経費 40,375 農業訓練実施パッケージ（25 名分）
トウモロコシの種購入 1,263
スタッフ、ボランティアの避難訓練、研修実施
講師（ファシリテーター）謝礼
心理社会的支援資料 28,500 ソーシャルワーカー 2 名、

専門ボランティア 2 名（各 5 日間）
合　計 388,388 

注）�インドネシアルピア（IDR）で提出された報告をもとに日本円に換算して表記
換算レート：１インドネシアルピア≒ 0.01164 円〔送金時 (2023 年 5 月 19 日 ) の為替レート〕

● Wawan Setiawan Mu’arif　ワワン（19 期） ●
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令和 5（2023）年度修了生福祉活動助成事業
（アジア社会福祉従事者研修修了生助成）

実施要綱

2022 年 11 月 1 日
社会福祉法人 全国社会福祉協議会

国際社会福祉基金委員会　　

１．趣旨・目的
　本事業は、アジア社会福祉従事者研修修了生（以下「修了生」）が行う社会福祉活動
（事業）等への助成を通じて、アジアの社会福祉の発展に寄与することを目的とする。

２．助成対象及び助成条件
（１）助成対象
・本事業は修了生の活動組織が助成を活用して新しい事業活動を立ち上げたり、
様々な福祉ニーズに対応したりすることに資するための助成事業である。団体の
日常的な運営等に充てるものではなく、上記の目的に沿った特定の活動への助成
であることに留意すること。新規事業だけでなく、すでに助成を受けた事業で、
継続するものや関連するものでも可とする。ただし、同一団体または修了生の連
続した申請は 2年を上限とする。

・�新型コロナウイルス感染症の影響により、既存の事業実施や団体運営に支障が生
じている場合、その課題の解決や状況の改善に資すると認められる助成申請につ
いても対象とする。

（２）事業の実施者
　原則として、以下の活動（事業）を助成対象とする。
①修了生所属団体が実施する社会福祉活動（事業）。
②修了生グループが協力して行う社会福祉活動（事業）。

（３）助成条件
　以下のいずれの項目も満たしていること。
①活動（事業）の目的が明確で、具体的な成果が期待できるもの。
②活動（事業）の運営に関して、修了生が必ず関わっていること。
③修了生所属団体の代表者が認めたものであること。
④期限までに所定の様式により報告が行えること。

資　　料
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＊�なお、2022 年度に助成を受けた団体については、当該助成事業の事業報告書（事
業が完了していない場合は中間報告書）が全社協に提出されていることを条件と
する。

（４）助成対象者、助成事業実施団体の責務
〇〇修了生は、事業の実施者（担当者）として責任を負う。
〇�国際福祉協力センターへの連絡、申請書、事業報告書等の書類の提出は、修了
生の仕事とする。国際福祉協力センターからの照会に対しては、可及的速やか
に回答すること。
〇�所属団体代表者や施設長には、事業を適正に運営する責任が発生する。
　�事業の申請書（計画書）・報告書は、団体代表者・施設長が必ず確認し、サイン
をすること。サインのないものは、申請を認めない。
〇�助成金は、アジアの社会福祉の向上に心を寄せる日本国内の多くの支援者（個
人や福祉団体等）からの拠金によるものである。修了生や所属団体は、それら
の支持者の意思に誠実であることが求められる。そのため、助成金の適正な執
行、種々の締切日に留意し、中でも支援者に対する事業の成果を適切に行うこ
と。

３．2023 年度助成金総額
　300 万円程度を予定。ただし、コロナ禍に伴う課題解決に係る助成申請の状況によっ
ては、総額を上回る額を助成することも検討する。

４．１件あたりの助成金額
　原則日本円で 30 万円を上限とする。

５．活動（事業）実施期間
　2023 年 4 月から 2024 年 3 月までに実施される活動（事業）を原則とする。
次年度以降も継続して行われる事業や 1年以上の長期間のプログラムも可とするが、そ
の場合は、あらためて助成を申請し、審査により決定する。

６．申請者
　申請者は母国で福祉活動に従事する修了生とする。

７．申請・申し込み（手順）
　助成を希望する修了生は、別添の①申請書様式に必要事項を記入し、②修了生本人の
活動状況がわかる写真を添付のうえ、全社協総務部国際福祉協力センターに提出する。
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８．申請書類の締切
　　　2023 年 1 月 6 日（金）

９．審査および結果通知
（１）�申請案件については、助成金額も含め全社協「国際社会福祉基金委員会」で審査

を行い決定する。申請者全てに助成されるわけではないことに留意すること。
（２）審査にあたっては、十分な成果が期待できる活動（事業）であることを重視する。
（３）�助成の可否については、2023 年 3 月末までに、申請した修了生および修了生が所

属する団体の代表者に通知する。なお、審査結果によっては、助成決定額が希望
額を下回る可能性がある。

10．書類の提出
　次の書類を全社協総務部国際福祉協力センターに提出すること。
（１）助成金を受領したとき　　 ：領収書
（２）助成金による事業の終了後 ：事業報告書

11．連絡先（問い合わせ、申請、書類提出）
社会福祉法人　全国社会福祉協議会　総務部 国際福祉協力センター
Japan National Council of Social Welfare, General Affairs Division,
 International Center 
4F Shin-Kasumigaseki Bldg., 3-3-2 Kasumigaseki, Chiyoda-ku, Tokyo 100-8980, Japan
Tel: +81-3-3592-1390　Fax: +81-3-3581-7854　E-mail: z-kokusai@shakyo.or.jp
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■事業実施経過

令和 4年 7月 令和 4年度 第 1 回国際社会福祉基金委員会にて
実施要綱を審議、決定

令和 4年 11 月 実施要綱の発送

令和 5年 1月 5日 助成申請の締め切り
申請：10 事業

令和 5年 2月 第 2回国際社会福祉基金委員会にて申請の審査
承認：8件（→うち 1件は助成辞退）不承認：2件

令和 5年 3月 審査結果の通知

令和 5年 5月 助成金の送金

令和 5年 10 月 修了生から事業の概要を紹介した動画の提供

令和 6年 1月 修了生から事業報告書、決算書の提出

事 業 実 施 経 過

■アジア社会福祉従事者研修　修了生助成事業の実績データ

○事業開始：1997 年（平成 9年）～

○助成先国別（1997 ～ 2023 年）

　　　　　　　　　　　  助成回数（団体数）　  金額（単位万円）

韓国 10 回（4団体） 395 万円

台湾 9回（5団体） 360 万円

フィリピン 44 回（13 団体） 1,293 万円

タイ 63 回（16 団体） 1,829 万円

マレーシア 13 回（5団体） 385 万円

スリランカ 29 回（6団体） 794 万円

インドネシア 40 回（9団体） 1,080 万円

バングラデシュ 4回（1団体） 150 万円

212 回（59 団体） 計 6,286 万円
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○助成元組織（現在）：
公益財団法人日本社会福祉弘済会、公益財団法人毎日新聞東京社会事業団、
公益財団法人全国老人クラブ連合会、国際社会福祉基金※

（過去の助成元）
社会福祉法人社会福祉事業研究開発基金、安田火災ちきゅうくらぶ、霊友会、
全国保育士会、上溝保育園、アジア・フレンドシップ・ファンド（AFF）

※国際社会福祉基金と国際交流・支援活動会員
　全国社会福祉協議会の国際交流・支援活動の財源となる国際社会福祉基金は、全国の福
祉関係者からの拠金をもとに 1991 年に創設されました。この基金により、アジア社会福
祉従事者研修を通して各国の研修修了生や彼らの推薦・所属団体と「顔の見える」ネット
ワークを築き、助成事業やスタディツアー、アジア社会福祉セミナー、災害支援などへと
活動を広げ、お互いの信頼関係を深めてきました。これらの交流・活動に対し、福祉関係
者の皆さまには、2016 年度から「国際交流・支援活動会員制度」にご協力をいただいて
おります。皆さまのご支援・ご協力に感謝申しあげます。

　　法人・組織会員　　　　　　36 法人
　　　　　　　　　　賛助会員　　　　　 　　　　 2 法人
　　　　　　　　　　個人会員　　　　　　　　　　29 名
　　　　　　　　　　育むプロジェクト支援会員　　 3 名

令和 5年度会員数
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The Philippines
フィリピン共和国　基本情報

面　積※ 1 約 30 万㎢　日本の約 8 割

人　口※ 1 1 億 1,388 万人（2021 年）

人口密度※ 1 380 人／㎢（2021 年）

主要民族※ 2 マレー系が主体。他に中国系、スペイン系及び少数民族がいる。

主要言語※ 2 国語はフィリピノ語
公用語はフィリピノ語、英語

主要宗教※ 2 カトリック 83％、その他キリスト教 10％、イスラム教 5％

政治体制※ 2 共和制

1人あたりの国民総所得※ 1 3,550 米ドル（2021 年）

通　貨※ 3

（1米ドル＝ 131.498 円換算）
1 米ドル＝ 54.478 フィリピンペソ（2022 年平均）
100 円≒ 38.461 フィリピンペソ

平均寿命※ 1 男 62.2 歳、女 71.5 歳（2021 年）

65 歳以上人口割合※ 1 5.3％（2021 年）

合計特殊出生率※ 1 2.75（2021 年）

※ 1　二宮書店　データブック　オブ・ザ・ワールド　2024 年版　―世界各国要覧と最新統計
※ 2　外務省 HP　https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/asia.html
※ 3　統計局　世界の統計 2024　 https://www.stat.go.jp/data/sekai/index.html

レートは2023/5/19　時点

各国の情報
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Thailand
タイ王国　基本情報

面　積※ 1 約 51.3 万㎢　日本の約 1.4 倍

人　口※ 1 7,160 万人（2021 年）

人口密度※ 1 140 人／㎢（2021 年）

主要民族※ 2 大多数がタイ族。その他　華人、マレー族等

主要言語※ 2 タイ語

主要宗教※ 2 仏教 94％、イスラム教 5％

政治体制※ 2 立憲君主制

1人あたりの国民総所得※ 1 7,090 米ドル（2021 年）

通　貨※ 3

（1米ドル＝ 131.498 円換算）
1 米ドル＝ 35.061 バーツ（2022 年平均）
100 円≒ 24.33 バーツ

平均寿命※ 1 男 74.5 歳、女 83.0 歳（2021 年）

65 歳以上人口割合※ 1 14.5％（2021 年）

合計特殊出生率※ 1 1.33（2021 年）

※ 1　二宮書店　データブック　オブ・ザ・ワールド　2024 年版　―世界各国要覧と最新統計
※ 2　外務省 HP　https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/asia.html
※ 3　統計局　世界の統計 2024　 https://www.stat.go.jp/data/sekai/index.html

レートは2023/5/19　時点

各国の情報
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面　積※ 1 約 6.6 万㎢（2022 年）　北海道の約 0.8 倍

人　口※ 1 2,177 万人（2021 年）

人口密度※ 1 332 人／㎢（2021 年）

主要民族※ 2 シンハラ人（74.9％）、タミル人（15.3％）、
スリランカ・ムーア人（9.3％）（一部地域を除く値）

主要言語※ 2 公用語（シンハラ語、タミル語）、連結語（英語）

主要宗教※ 2 仏 教 徒（70.1 ％）、 ヒ ン ド ゥ 教 徒（12.6 ％）、 イ ス ラ ム 教 徒
（9.7％）、キリスト教徒（7.6％）（一部地域を除く値）

政治体制※ 2 共和制

1人あたりの国民総所得※ 1 4,000 米ドル（2021 年）

通　貨※ 3

（1米ドル＝ 138.169 円換算）
1 米ドル＝ 198.76 スリランカルピー（2021 年平均）
100 円≒ 220.526 スリランカルピー

平均寿命※ 1 男 73.1 歳、女 79.5 歳（2021 年）

65 歳以上人口割合※ 1 11.2％（2021 年）

合計特殊出生率※ 1 1.99（2021 年）

※ 1　二宮書店　データブック　オブ・ザ・ワールド　2024 年版　―世界各国要覧と最新統計
※ 2　外務省 HP　https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/asia.html
※ 3　統計局　世界の統計 2024　 https://www.stat.go.jp/data/sekai/index.html

レートは2023/5/19　時点

Sri Lanka
スリランカ民主社会主義共和国　基本情報

各国の情報
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Indonesia
インドネシア共和国　基本情報

面　積※ 1 約 191 万㎢　日本の約 5 倍

人　口※ 1 2 億 7,375 万人（2021 年）

人口密度※ 1 143 人／㎢（2021 年）

主要民族※ 2 約 300（ジャワ人、スンダ人、マドゥーラ人等マレー系ほか）

主要言語※ 2 インドネシア語

主要宗教※ 2
イ ス ラ ム 教 86.69 ％、 キ リ ス ト 教 10.72 ％（ プ ロ テス タ ン
ト 7.60％、カトリック 3.12％）、ヒンズー教 1.74％、仏教
0.77％、儒教 0.03％、その他 0.04％（2019 年、宗教省統計）

政治体制※ 2 大統領制、共和制

1人あたりの国民総所得※ 1 4,170 米ドル（2021 年）

通　貨※ 3

（1米ドル＝ 131.498 円換算）
1 米ドル＝ 14,849.85 ルピア（2022 年平均）
100 円≒ 10,747.64 ルピア

平均寿命※ 1 男 65.5 歳、女 69.4 歳（2021 年）

65 歳以上人口割合※ 1 6.8％（2021 年）

合計特殊出生率※ 1 2.18（2021 年）

※ 1　二宮書店　データブック　オブ・ザ・ワールド　2024 年版　―世界各国要覧と最新統計
※ 2　外務省 HP　https://www.mofa.go.jp/mofaj/area/asia.html
※ 3　統計局　世界の統計 2024　 https://www.stat.go.jp/data/sekai/index.html

レートは2023/5/19　時点

各国の情報
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